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「福音 同盟会 （The 　Evangelical　Alliance）」の

　　　　　　　　　　　　　　教会史的背景 とそ の 性格

棚 　村　重 　行

1 ． 序　　論

　 口本 基 督 公 会 と 万 国福音同盟 会 と い う海外 の キ リス ト教 的 団体 と の 関係 に っ

い て は ， 既 に 戦前 に お い て ， 例 え ば 山 本 秀 煌 　「日 本 基 督 教 会 史 1 （初 版 1929

年） 第 二 章 「日本 基督公 会 建設時代 」 の 第 二 節 「日本 基督 公会 と万 国福 音 同 盟

会 との 関 係 1 と い う箇所 で 次 の よ う に 指摘 さ れ て い る 。 福 音 同盟 会 と は 「是 れ

即 ち 基 督教 の 福 音 主義 を標 榜 した る 諸教 派 の 連 盟 に し て
，

1849 年 （嘉 永 2 年 ）

〔］846 年 の 誤 り〕の 夏 ， 欧 米 各 国 に お け る 新 教 各 派 の 代 表 者約 800名 が 英 京 ロ

ン ド ン に 会 合 し て 組 織 し た る も の 」 と
。 そ し て Lh本 の 紹 介 に よ れ ば ，

こ の 同盟

会 の 目標 は ， 第
一

に 「福 音主義 の 諸教 派相連 合 し て 当時 漸 く世 に 跋 扈 せ ん とせ

し不 信 説 に 当 た 」 る こ と
， 第 二 に 1万 国 を通 じ て 信 教 の 自 由 を拡張 せ ん が 為 な

り き 」 と
’）

。 そ し て
，

1866 年 に 在 日 の 宣 教 師 た ち は 万 国福音 同盟 会 の 1867 年

の 初 週 祈檮 会 の 課題 に 日本伝道 の 事 業 と信 教 の 自 由の た め に 祈 っ て ほ しい と の

ア ッ ピ ー ル を 英米 の 同盟 会会 員 に 送 っ た と い う。 そ の 結 果 の 一
端 と して ま も な

く切 支 丹 禁 制 の 高札 の 撤 去 と な り
，

ま た 日本基 督 公 会が 福 音同盟 会 の 新 年初 週

祈疇会 を起 点 と し て 建 設 さ れ た と公 会運 動 と こ の 同盟 会 との 浅 か ら ぬ 関係 を 指

摘 す る の で あ る
2）

。 だ が
， 残念 な が ら ， 上 述 の 同盟 会 に 関 す る 山本 の 叙述 に は

今 日か ら見 る と
， 幾つ か の 不正 確 な訂 正 を要 す る情 報 が 混 入 して い る だ け で な

く， そ もそ も同盟 会 と 公 会 と の 関係 の 解 明 と い う重 要 課題 を研 究 課 題 と し て

追 求 す る 自覚 が 弱 い し ， 不 十分 で あ る
。 従 っ て

， 更 な る研 究 の テ
ー

マ と して ，
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1） こ の （万 国）福音同盟 会が 19世紀 の 前半 に お い て ど の よ うな 欧米 に お け る

教会 史的 な背景 か ら誕 生 し
，

2） ま た どの よ うな教会史的な性格 を も っ た運 動

で あ っ た の か に つ い て 山本秀煌 の 叙 述 で は 用 い られ て い な い 第
一

次 史料 と最 近

の 第 二 次 史料 を用 い た よ り緻密 な 教 会 史 学的 な 考 究 が な さ れ な け れ ば な ら な い

だ ろ う 。 3） そ の 上 で ，
こ の 福音 同盟 会 の 運 動 理 念 ， 神学理 念 が どの よ う に 幕

末 に 来 日 し た 海 外宣 教 師 ら に 理 解 さ れ 受 容 さ れ ， 4） そ し て そ の 同 盟 会 の 理 念

が そ の 後京 浜 ， 阪神 に 建 設 さ れ た 日本 基 督 公 会 運 動 の 運 動 と神学 理 念 の 形成 に

影 響 を あた え た の か が 歴史学的 に 鮮明 に さ れ る必 要 が あ る 。

　1． 福 音 同 盟 会 と 日本基 督公 会 の 関係 をめ ぐる 研 究史 の 概観

　 そ こ で
， 山本以 後 の 日本基 督公 会 史関係 の 代表的 文献 を調 べ て み る と ， 以 上

の 4 点 ， 特 に 1） と 2）の 諸問題点 に 関 し て 第
一

次史料 に 基 づ き立 ち 入 っ た研

究 を行 い
， そ れ な りの 解答 を提 出 し て い る 論 考 は依 然 と し て 非 常 に 少 な い こ と

が 判明 す る 。 例えば， 日本基督公 会運動 の 展開 とそ の 本質 に 関 して ， 第二 次世

界大 戦後 の 日本 に お け る新 し い 研 究 の 出発 点 と もな っ た 日本 プ ロ テ ス タ ン ト史

家 土 肥 昭 夫の 重 要 な 論考 「日本最初 の プ ロ テ ス タ ン ト教 会 」 （1964）， そ して そ

の 後 の 研 究 を 踏 ま え 64 年論文 を 書 き 直 した 彼 の 新 し い 公 会 主 義 の 研 究 に お け

る福 音 同盟 会 と公 会 主 義 と の 関係 を め ぐる 問題 に つ い て の 扱 い か ら検 討 し て み

よ う
3 ）

。 土肥 の 64 年論文 は ， 1872年 （明治 5） に 創 立 さ れ た 横 浜 に お け る 日

本 基督 公 会 の 運 動 の 経過 と理 念 の 特徴 を ， 米 国 の 大 覚醒 運動 の 熱気 と教派 主 義

の 背景 に お い て 考察 し ，
こ の 教会 を形成 した外 国人 宣 教 師 と 日本人信徒が 共 有

した 理 念 の 中核 に は ， 厂公会 主 義 」 と い う 厂宗派無差別 主 義」が あ る と結論 づ

け た 。 そ れ は ， 山本秀煌 の い う 「無 教 派 主 義」 や い わ ゆ る 「超教 派 主義」 と は

異 な り， 「聖 書 を標準 と し， 主 イ エ ス
・キ リス トを信 じ て こ れ に 生 き る も の で

あれ ば ，
だ れ で も無 差 別 に 会 員 と して うけ い れ る 」 とい う意味 で 「宗 派無差 別

主 義」 と い う用 語 を用 い た の で あ る
4）

。
こ の よ うな 論 旨 の 中で ， 土 肥 は僅 か な

第 二 次史 料 に 依存 しつ つ ， 福 音 同 盟 会 は 「1846年全 世界 の 52 の プ ロ テ ス タ ン

ト教派 よ り約 800名 の 者 が 集 ま っ て 結成 した 団体」 で
， 「こ れ は 18−19世紀 に
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お け る信 仰覚醒運 動 の 結果生 ま れ た もの 」 と さ れ ， そ の 目 的 は 「相 互 の 理解 と

協力 の た め に つ く っ た 超教 派 的 ， 超 国家 的な キ リス ト者 の 組 織 」 で 「世界伝道

に ふ か い 関 心 を持 ち 」， 「信教 の 自由や 教 育 の 問 題 亅 も扱 っ た と い う
5）

。 土 肥

は
，

こ の 同盟会 と公 会 と の 関係 に つ い て こ れ 以 上 歴 史 的 ， 教 理 史的 な検 討 は し

な い
。 も し

， 土 肥 が 彼 の 論文 で 指摘 した よ う な 重要 な 議論 を発 展 さ せ る な ら

ば
， 当然 福 音 同盟 会 の 運動理 念 ， 教 理 的 な理 念 を 第

一
次 史料 に 即 して 解明 し ，

さ ら に 日本基 督公 会 の 「宗 派 無 差 別 主義 」 と規定 さ れ る 「公 会 主義」 とそ れ ら

と の 比 較検討 す る 課題 へ と 発展 し て ゆ くべ き もの で あ っ た 。 しか し ， 遺憾 な が

ら土肥 の 64 年論文 は もち ろ ん ， その 改 訂 さ れ 発表 さ れ た 新研 究で もこ の 課題

は 指 摘 も さ れ ず ， 果 た され な い ま ま残 さ れ て い る
6）

。

　 い や
， 土肥 に と ど ま ら な い

。 土肥 に よ り提起 さ れ た 「公 会 主 義」 の 本 質 や 理

念 を探 求 した そ の 後 の 研 究 者 た ち
， 例 え ば 石 原謙 ， 小 川 圭 治 ， 大 内 三 郎 ， 幸 日

出男， 宮庄哲夫 ， 五 十嵐喜和 ， 井上 平 三 郎各氏 は ， 公会主義その もの の 規定 に

つ い て は そ れ ぞ れ 興味深 い 見解 を発 表 した 。 だ が 同盟 会 と 公 会 主義 との 関 係 に

つ い て は ， 不 思議 に も類 似 した 取 り扱 い の 態度 が 観 察 で き る 。
つ ま り， 彼 らは

依存 す る数少 ない 第二 次史料 に よ り福音同盟 会 の 紹介 を した 後 ， こ の 運 動体が

掲 げた 諸 目標 で あ る 初 週 祈 疇会 へ の 呼 びか け ， キ リ ス ト教徒の
一

致 と協力 ， 各

国 に お け る 信教 の 自由の 実現 ， 教理 的基 礎 の 九 力 条な どが どの よ うに 初期 の 宣

教 師 ら を介 し て ， 日本基督 公 会 運 動 に 影 響 を与 え た か を概 説 的 に 示 唆 す る に と

ど め る の で あ る
7）

。

　 こ の よ うな研 究 史 ヒの 欠 落 を克服 す る 試み は ， 80年代 に 漸 く現 れ た 。 例 え

ば ， 茂 義 樹 は ， 労 作 「明 治 初 期 神 戸 伝 道 と D ．C．グ リ ー ン 』 （1986） の 中 で ，

阪 神側 の 公 会の 史料を駆便 して ， 阪神側 の 諸公 会の 理 念は ， 信仰 と行為 に お い

て は 京浜 と
一

致 して い て も ， 「神 戸 は 会 衆 派 の 教 会 観 に よ っ て 形 成 さ れ て 」 い

た こ と を強 調 す る
8）

。 茂 は
， 福音 同盟 会 に 関す る中村敏 の 研究 『日本初期 プ ロ

テ ス タ ン テ ィ ズ ム に お け る 福 音 同盟 会 の 影 響 』 （1983） に 依拠 し つ つ
， こ の 同

盟 会 に つ い て は ， か つ て な い ほ ど正 確 に そ の 性格 を指摘す る 。 彼 に よれ ば ， こ

の 運 動 は 「当時 勃 興 し て き た ユ ニ テ リア ニ ズ ム や オ ッ ク ス フ ォ
ー ド運 動 に 対 し
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て ， プ ロ テ ス タ ン トが 巾広 く協同 し て ， 福音 主義信仰 を高揚 し よ う と す る も

の 」 で あ り， 「中心 に な っ た の は 自由教会 （非国教徒）の 指導者 が 多か っ た 」 と

い う。
そ の 目的 と し て は ， 「一 ， 兄 弟愛 と 霊 的 な 交わ り に よ っ て

，
キ リス トの

弟子 と し て の
一 致 を 実現 す る 。

二
， 世界 中 の キ リス ト者 との 交 わ り を 実 現 す

る 。 三 ， 無神論 〔不 信説 と す べ き 一 棚 村 〕 や カ ト リ ッ ク 信仰 に 対抗 し ． 福音的

な プ ロ テ ス タ ン ト信 仰 を 発展 さ せ 擁 護 す る 」。 そ し て 大 切 な こ と は ，
こ の 福音

同盟 会 は 厂教 派 や 教 会 の 合 同 を 目的 とせ ず ，
プ ロ テ ス タ ン ト教会 に 属す る個 人

が ， 相 互 に
一

致 と協力 を示 す こ とで あ っ た 」 と い う 。 そ こ で 具 体 的活動 と して

は ， 「
一

， 国 際 大 会 、 地域大会 の 開催 。
二

， 初週祈濤会 の 開催 。
二

， 信 教 の 自

由の 擁護 。 四 ， 宣教 活動 の 推進」 な ど で あ っ た と い う
91

。 ほ ぼ 正 確 な福音同 盟

会 の 性格 の 指摘 で あ る と思 う。 遺憾 な が ら，
こ の 中村 の 論文 そ の もの は ， 茂 に

よ れ ば 「私 家版 」 と い う こ と で 本稿 で は 利用 で き な か っ た
1°）

。 茂 の 見 解 に 対 し

て
， 不 満 が あ る と す れ ば

， 福 音 同 盟会 の 性 格 を 歴史 学 的 に 鮮 明 に す る に は ，
こ

の よ う な 運動体 を生 み 出 した 19世紀前半 と い う時期 に
，

どの よ うな 国 ， 地 域 ，

教 派 ，
ま た 教 職 や 信 徒が

，
ど の よ うな 国 家 と教 会 ， また 各 国 の 宗教 的事情 の な

か で 参加 す る よ うに な っ た の か を教 会 史 的 に 説 明 し て い な い こ とで あ る 。 こ う

し た 外 的 ， 教会史的背景 を理 解 した 上 で ， こ の 福音同盟 会 の 運 動 理 念 ， 神学理

念 ， 宗教 的 方 向性 と い っ た よ り内的， 理 念史 な 内実 を よ り正 確 に 把 握 す る こ と

が で さ る か らで あ る 。

　2． 本稿 の 課題 と研 究の 範囲

　さ て ， 本稿 で は以 上 の 研 究史的反 省 に 立 ち つ つ も ， 紙面 の 制約 もあ り， 課題

と研究対 象 を以 下の よ う に 思 い 切 っ て 限定 す る 。 そ も そ も こ の 「万 国福音 同盟

会」 と は ど の よ うな 神 学 理 念 を も っ た 運 動 体 で あ っ た の か を 埋 解 す る た め
， 主

と して 19 世紀 の イ ン グ ラ ン ド
，

ス コ ッ ト ラ ン ド
， ア イ ル ラ ン ド， ア メ リ カ 合

衆 国 の 教 会 と神 学 的 な 背景 を踏 ま えて ， な ぜ こ の 運 動 体 が 成 立 し た か ， 何 を め

ざ した の か ， そ の 運 動 体 の 性格 は な に か を ， 必 要最 小限度 の 範囲 で 明 らか に し

た い
。
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II． 「福 音 同 盟 会」 の 成 立 と 19世 紀前 半 の

　　 ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン ・プ ロ テ ス タ ン ト世 界 の 教 会 史 的 背 景

　 1． 福音 同 盟会 と の 設立 総会の 出席者 と そ の 国別 ， 教派 別 特徴 の 分 析

　既 に 指摘 した よ うに
， 我 が 国の 研究者 た ち の 同盟 会 に 関す る基 礎知 識 は ， 主

と し て 数 少 な い 第 二 次 史 料 や 教 会史 家 P．シ ャ フ の 有名 な 『キ リ ス ト教 世 界 の

諸 信条 （Creeds　of 　Christendom）』第 三 巻 に 掲 載 され た 「教 理 的基 礎 」の 英 文

テ キ ス トに 依 拠 す る もの で あ る た め ，
か な り不 正 確 な情報 も含 む簡単 な概 説 レ

ベ ル に と ど ま る 。 そ こ で こ こ で ， 最 初 に 試 み ら れ る べ き は ， 福 音 同 盟会 に つ い

て の 歴 史的 プ ロ フ ィ
ー ル を新 し い 史 料 を用 い て 描 き直す こ と で あ る 。 そ の 結 果

に 基 づ き こ れ ま で の 福 音 同 盟 会 に 関 す る 不 十 分 な 理 解や 知 識 を訂 正 す る こ と で

あ る 。

　 で は ， 運 動体 は
，

そ の 創 立 に お い て は ， ど の よ う な 国 ， 地 域 ， 教 派教 会 に 所

属 した 人 々 が 参加 した の だ ろ うか ？　 こ れ ま で の 口本 の 研究家 が 利 用 して こ な

か っ た 福音同 盟 会 や 19 世 紀前半 の 英 米 圏 の 教 会 史 的 背 景 に 関す る 信 頼 し う る

第 二 次 史 料 を用 い つ つ
，
1846 年 の 福 音 同 盟 会 創 立 総 会 に 関 す る 第

一
次 史料 で 可

能 な 限 り確
．
認 し つ つ

， 同盟 会の 参加者 の 特徴 や 教会史的背景 を必 要 な 程度 に 描

い て み よ う 。 さ て ， 本稿 が 使 用 す る そ の 福音 同盟 会 に 関す る 第一 次 史料 と は ，

筆者が 1998年の 6 月 に 調査 中 に 入 手 した シ カ ゴ 大 学の レ ー ゲ ン シ ュ タ イ ン 図

書 館 保 有 の 次 の 議 事 録 『福 音 同盟 会 。 1846 年 8 月 19 日 よ り 9 月 2 日 ま で ，
ロ

ン ドン の フ リー メ ー ソ ン ・ホ ー ル で 開催 され た 議事報 告 』 （E　v αngelical 　 Alli−

a72cc ！．　 ReP θrt　 of 　 tlze　 Proceedings　 of 　 the　 C θ瞬 ノγ召η ‘
聰
‘〜，　 He ！d α オ Freemason 　

’

s

HCtll，　Lond θ n ，　fo’om 　A 　itgZtst　 19tlz　to　SePtember 　 2nd 　Inc’lttsive，1846 ，　London ：

Patridge　and 　Oakey
，
　Paternoster　 Row

，
1847） を複 写 し た ゼ ロ ッ ク ス ・ コ ピ

ー
の テ キ ス トで あ る 〔以下 ， 『報 告」 な い し EA 　R と略記 〕。

　福音同盟 会 の 創立 総会 は ， 1846年 8 月 ／9 日 よ り 9 月 2 日 ま で ，
ロ ン ド ン の

フ リー メ ー ソ ン ・ホ ー ル で 開 催 さ れ た 。
こ の 創立 総 会の 参 加 者 の 背 景 で あ る

が
，

こ の 点 に 関 して は 幸 い 1976 年 に ア メ リ カ の 教 会 史 家 ER ．サ ン デ ィ
ー

ン
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（Sandeen）が 議事録 や そ の 付録 の 参 加 者全 名簿 を詳 細 に分 析 し， イ ン グ ラ ン ド

と合衆 国 に お け る 教派 体制 の 国際比 較 を試 み た 有益 な 論文 「ア メ リカ 的教 派体

制 の 特 質 ：1846年 の 福 音 同 盟 会 を 事例 と し て 」 に 付 録 と し て 付 さ れ た 参 加 者

に 関す る基 礎 デ ー タ が 利 用 で き る
1 ’）

。
こ の 研究者 の 分 析 デ ー タ そ の も の を ， 筆

者 の 所 有 す る 『報 告 』 （EAR ） で も検 討 し な が ら紹 介 し て 筆 者 な りの コ メ ン ト

を加 え よ う。 先 ず ，
サ ン デ ィ

ー ン の 名簿 分 析 に よ れ ば
，

1） こ の 総会 に 出席 し

た の は ， 総計 922 名 で ， 内聖 職者 624 名 ， 信徒 298名 で あ る 。 2） そ の 参 加 者

の 居住 国 は以 下 の 通 りで あ る 。 第
一

位 は ， 大 ブ リテ ン 777名 （内 ：イ ン グ ラ ン

ド597名 ，
ス コ ッ トラ ン ド 107 名 ，

ア イル ラ ン ド 66名 ， ウ ェ
ー ル ズ 7名）， 第

二 位 は 合衆国で 77 名 （内 ：ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク州 31名，
ニ ュ

ー
イ ン グラ ン ド 19 名 ，

ペ ン シ ル ヴ ァ ニ ア 州 11名 ，
ニ ュ

ー ジ ャ
ー ジ ー 州 4 名， オ ハ イ オ 州 3 名 ，

そ の

他）， 第三 位 は ヨ ー ロ ッ パ そ の 他で
，

68 名 （内 ： ドイ ツ 語圏 18名 ， カ ナ ダ 16

名 ，
フ ラ ン ス 13名 ， 宣 教 師 10 名 ，

ス イ ス 8名 ，
そ の 他） で あ る 。 3） 大 ブ リ

テ ン 三 地 域 に お け る諸教派 の 参加者 ：ス コ ッ トラ ン ド （  統
一

分離派 45 名，

  ス コ ッ トラ ン ド自由教 会 25 名，   改 革派 的長 老派 15名 ，   ス コ ッ トラ ン

ド教 会 14名 ， そ の 他）；イ ン グ ラ ン ド （  会 衆 派 169 名 ，   ウ ェ ス レ ー 主 義

メ ソ デ ィ ス ト 150名 ，   英国国教 会 135 名 ，   バ プ テ ス ト派 73名 ，   ウ ェ

ス レ ー 主 義連盟 12 名 ，   ウ ェ
ー リ ッ シ ュ

・カ ル ヴ ァ ン 主 義的 メ ソ デ ィ ス ト 6

名 ，   カ ル ヴ ァ ン 主 義的 メ ソ デ ィ ス ト5 名 ，
そ の 他）；ア イル ラ ン ド （  ア イ

ル ラ ン ド国 教会 19名 ，   ア イ ル ラ ン ド長老 派 17名 ， その 他）；そ の 他 の 少教

派 37名 と な る 。 最後 に
，

4） ア メ リカ 合衆国 に お け る 諸 教 派 所 属 の 参加 者 ：

  長 老 派 27名，   メ ソ デ ィ ス ト監 督教会 17名 ，   会衆派 13名 ，   バ プ テ

ス ト派 6 名 ，   ル タ ー 派 5 名 ，   オ ラ ン ダ改 革 派 5 名 ， そ の 他 と な る
’2 ）

。 以

上 の サ ン デ ィ
ー ン の 分析 は ， 『報告』 の 付 録 の 名 簿 に 再 検討 し て も ほ ぼ 正 確 で

あ り ， 信 頼 で き る もの と言 え る
13 ）

。

　 そ こ で
， 以 上 の 四種類 の デ ー タ に 基 づ い て 福音同盟 会 の 創 立 総 会 に 出席 した

参 加 者 の 教 会 的 地位 ， 大 陸 ， 国 ， 地 域別 在 住地 ， 所属教 派 な ど の 宗 教 社会 学 的

特徴 に 関 し て
， 筆者 自身 の コ メ ン トを加 え る と 以 下 の よ うに 言え よ う 。
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　 1） 参 加 者 は 名 簿 に よ る と実 際 は 922 名 で
， 上 述 の デ ー タ に よ る と

， 教 職

（聖 職 ） 者 の 数 は 信徒 の ほ ぽ 二 倍 に 達 す る が
， そ れ で も教 職 と 信 徒 の 合 同 の 会

議 とい う基 本 的 な プ ロ テ ス タ ン ト的 な 会 議構成 を と っ て い る 。

　 2）　参 加 者 の 大 陸， 国 ， 地域 別 の デ ー
タ に つ い て は 次の 点が 注意 さ る べ きで

あ る u 開催 地 が イ ン グ ラ ン ドの ロ ン ド ン と い う地 の 利 もあ り
， 大 ブ リテ ン居住

者 は 全 参 加 者 の 84 パ ー セ ン ト， 特 に イ ン グ ラ ン ドの 居住者 が 全参加者 の 65 パ

ー セ ン トに 及 ぶ こ とで あ る 。 ス コ ッ トラ ン ドは 12 パ ー セ ン ト， ア イ ル ラ ン ド

は 7 パ ー セ ン トで あ る 。 こ れ に 対 し ， 大 西 洋 を汽船 で 渡 っ て 来 る 合衆 国 か らの

参加者 は 8 パ ー
セ ン ト，

ヨ ー ロ ッ パ と そ の 他 は 7 パ ー セ ン トで あ る か ら ， 少 な

く と も同 盟会 の 創立会 議 は ， 大 ブ リテ ン 居住 者 の プ レ ゼ ン ス が 多数 で あ る こ と

が 分 か る 。 そ して ， 合 衆国 ，
カ ナ ダ居住 の 参加者 も加 えれ ば，

い わ ゆ る ア ン グ

ロ ・サ ク ソ ン 系諸 国 民 の プ レ ゼ ン ス が 福 音 同 盟 会 を圧 倒 し て い る の で あ り ，

「全世界 か ら集 ま っ た 」 とい う よ う な 表 現 は 当 て は ま ら な い
。 宣 教 師 もわ ず か

10 名 ， ア ジ ア ， ア フ リ カ 系 の キ リス ト教 徒 は 全 く出席 し て い な い
。

こ の こ と

は ， 福音 同盟 会 運 動 の 教 会 史的 背 景 を探 る に は ， 19世 紀 前 半の 大 ブ リ テ ン と

合 衆 国 ， っ い で カ ナ ダ や ヨ ー ロ ッ パ に お け る 国 家 と社 会 ， そ し て 教 会 史 的 な 特

殊 な背 景 を理 解 す べ き だ と い う こ と で あ る 。

　3） 参加 者 の 教 派 別 的 な 背 景 の デ ー
タ で 注 意 す べ き は

， 次 の 点 で あ る 。 第
一

に
， 大 ブ リテ ン の イ ン グ ラ ン ドで あ る が

， 参 加 者 597人 中 ， 英 国 国教 会 （恐 ら

く福音 主 義 的 低 教 会 派 に 属 す る 人 々 ） が 135人 で 全 参 加者 の 15 パ ー セ ン トで

軽 視 で き な い
。 だ が

， 残 りの イ ン グ ラ ン ドか ら の 参加 者 は ， 「非国教徒」 と呼

ばれ る 自由教 会 所 属 の キ リス ト教徒 で ， 彼 ら が 451 名 ， 全 参加者 の 実 に 49 パ

ー セ ン トに 当 た る 。 更 に
， 非国教徒 の 最大 の 参加 者 は ， 会 衆派 で 全参加 者の

18 パ ー セ ン ト， ウ ェ ス レ ー 主 義的 メ ソ デ ィ ス トが 全 参加 者 の 内 16 パ ー セ ン

ト，
バ プ テ ス トは 8 パ ー一

セ ン ト， 英 国長 老 派 は 4 パ ー
セ ン ト足 らず で あ る 。

こ

う し て み る と
， イ ン グ ラ ン ドか らの 出席者 で は ， 「非国教徒 」 の 福音同盟 会 へ

の 出席 と関心が 大 き く， 特 に 非 信条 主 義的 で 会 衆 主 義 的 政 治 形態 を取 る教 派 の

所属者が 多 い 点 に 留意 す べ きで あ る 。 第二 に
，

ス コ ッ トラ ン ドで は ， 国教会 タ
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イ ブ の ス コ ッ トラ ン ド教会 の 所属者 は 14 名 に す ぎな い が ， 自由教会 に 属 す る

者 と推定 さ れ る
， 統

一
分離派 （45 名）， ス コ ッ トラ ン ド 自由教 会 （25 名 ）， 改革

派 的 長 老 派 （15 名）な ど を入 れ る と， 全 体 で 85名位 で
， 全参加者 の 9 パ ー

セ ン

ト を 占め る 。
ス コ ッ トラ ン ドに お い て も こ の 福音 同 盟 会 に 参 加 した 人 々 は ， 自

由教会派 が 多 い 。 第 三 に ， ア イ ル ラ ン ド に お い て は ， 国教 会 か ら は 19 名 で あ

る が ， 自由 教 会 派 も 18 名 い る 。

　4） 最後 に 合衆国居住者 で は ， 参 加 者 の 居住 して い た 州 別 ， 教 派 別 の 数 字 に

注 意 を 払 う必 要 が あ る 。 先 ず ， 州別 で は 77 名中 ，
ニ ュ

ー ヨ ー ク 州 が 31名 ，
ニ

ュ
ー

イ ン グ ラ ン ド地 域 が 19 名 ，
ペ ン シ ル ヴ ァ ニ ア 州 が 11 名 ，

ニ ュ
ー ジ ャ

ー ジ

ー
州 4 名 ， 合 計 65 名 が 北 東部 と呼 ば れ る 地 域 の 出身者 で あ り， 南部 や 中西 部

は わ ずか ず つ で あ る 。 と い う こ と は ， 福音 同 盟 会 に 関 心 を もつ の は 19 世 紀 前

半 で も文 化 的 ， 宗 教 的 ， 知 的 に も伝 統 の あ る 東北部 に 集 中 して い る とい う こ と

で あ る 。 ま た
， 教派別 で は ． 最 大 は 長 老 派 の 27 名 ， 第 二 位 は メ ソ デ ィ ス ト派

で 17 名 ， 第三 位 は 会 衆 派 で 13 名 ， 第 四 は バ プ テ ス ト派 で 6 名 ， 第五 位 は オ ラ

ン ダ 改 革派 と ル タ
ー

派 で 5 名 つ つ
， あ と は 数 名 で あ る 。 す で に 18 世 紀 末 に 政

教分 離 に 踏 み 切 っ た 合衆 国 で あ る か ら ， こ れ らの 教 派 は す べ て 自由教会型 ， 教

派 型 教 会 に所属 す る人 々 で あ る 。
つ ま り， 合衆 国か ら の 参加者 は ， 国 際 的 な キ

リス ト教 の
一

致 ， 協力 に 関心 を も つ 北 東部 に 在住 す る 自由教 会 型 の 主 流派 教 会

か ら の 参 加者 が 多 い
。

　以 上 の よ う に ， 福音 同 盟 会 の 創 立 総会 に 参加 した 人 ・々 は ， 1）全体 で 922 名 ，

教 職 ， 信 徒 混 成 の プ v テ ス タ ン ト的 会 議 ，
2）圧 倒 的 に ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 系

諸国 （大 ブ リ テ ン
， 合衆国， カ ナ ダ ） に 住 み

，
と く に 多数 の イ ン グ ラ ン ド居 住

者 が 参 加 ， 3） 大 多 数 は 厂非国教徒」， 自由教会 に 所属 す る キ リス ト教徒 で ， イ

ン グ ラ ン ドで は 非 信条 主 義的会衆主義 的 政 治 形 態 を と る 教 派 背 景 者 ，
4） 合衆

国 で は ， イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル な気 風 を もつ 北東部 の 背 景 で
， 自由教会型 の 主 流

教派 の 背 景 を もっ 人 々 が 多数 と 要 約 で き よ う 。

　こ の よ うな 宗教 社 会 学的 な 実証的 な デ ー タ を踏 ま え て ，
こ れ まで の 日本 の 研

究者 の 福音 同盟 会 の 性 格 に つ い て の 訂正 を 試 み て み よ う。 1） 山本 秀 煌 も土 肥
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昭 夫 も 1846年の 福音 同 盟 会 の 参 加 者 を 「800 名」 前後 と し て い る が
，

こ れ は 総

会 議 事 の 『報 告 』 の 付録 に あ る 人 名名簿 に よれ ば教 職 ， 信 徒併 せ て 922名 で あ

り， 実 際 は遥 か に 多数 の 参 加 者 が い た の で あ り，
こ の 点第二 次 史 料 に よ る叙述

の 限界 を露 呈 して い る 。 2）参加者 の 国籍 を分析 す る と
，

や は り広 い 意味 で ア

ン グ ロ ・サ ク ソ ン 諸 国 （大 ブ リテ ン ， 合 衆 国 ， カ ナ ダ ） か ら の 出 席者 が 多 い こ

とが わ か る の で あ り， 「全世界 の 52 の プ ロ テ ス タ ン ト教 派 よ り」 （土 肥昭 夫 ）

で は ， 国 別 参 加者 の 特徴 が 認 識 さ れ て い な い
。 特 に ア ジ ア ， ア フ リ カ か ら の

参加者 は な く， また 宣教師 も 10人 で あ る か ら と て も 「全 世 界 」 と は 言 え な い
。

ま た 「第 18 世 紀 以 来 英 ， 米 ， 独 ， 瑞 等 諸 プ ロ テ ス タ ン ト的 範 囲 に わ た っ て 行

わ れ た 信仰覚醒運動 の 結果 と し て 」 （石 原謙） と い うの で は あ ま りに も抽象的

な 国別 ， 地 域 別 の 認 識 に と ど ま る 。 3）教 派 別 の 参 加 者 の 特 徴 で は ， 「自由教会

主 義者」 （茂義樹 ） と い う指 摘 は 当 た っ て い る が ， そ れ ぞ れ の 国 別 の 参 加 者 の

教 派 的 背 景 に も考慮 す べ き で あ る 。 4） 合衆国 の 州 別 参 加 者 ，
ま た 教 派 背 景 別

参 加 者 の 特 徴 を 押 さ ftて お く必 要 は あ る が ．
こ れ ま で の 研 究 で は 十 分 な さ れ て

は い な か っ た の で あ る 。

　以 上 の 会 議 参 加 者 の 宗 教 社会 学 的 特 徴 を 念 頭 に お い て ， 次 に ， 福 音 同 盟 会 を

生 み 出 した 19 世紀前半 の 大 ブ リテ ン と合衆国の 教 会史的背景 の 大 き な 流 れ を ，

新 しい 第 二 次 文 献 を 用 い て 描 い て み よ う
14〕

。 今 回 は ， 他 の 西 欧 諸 国 や カ ナ ダの

参加者 の 教会 史的背 景 の 分 析 は 紙 面 の 関係 で 省 略 し ， 研 究 は 他 日を 期 した い
。

　2． 19世 紀 前半 （1801−1850）の ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン ・プ ロ テ ス タ ン ト世 界 の

　 　 教 会 史 的 背 景

　 a ） 1g世紀 前 半 の 大 ブ リ テ ン の 各地 域 に お け る 国家 と教 会 ， 宗 教 運 動 ， 非 国

　　　教 徒 的 自由教会型教派 の 動向

　先 ず イ ン グ ラ ン ド （英 国 ） と ア イ ル ラ ン ドか ら概観 し よ う 。 こ の 時 期 は あ の

フ ラ ン ス 大革命以 来 の 「革命 の 時代」 に 対応 す べ く議会 と政府 が 様 々 な 政治 ，

社 会 改 革 の み な らず ， 国家 と 教 会 関 係 に 対 す る 改 革 諸 政 策 を 実現 して 行 く 「改

革 の 時代 」 に 入 る 。 そ の 中 で も， 非 国 教 徒 に 対す る様 々 な公 職 な い し議会 就 任
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妨 害法で あ る 「（宗教）審査 と団体諸法 （The　Test　and 　Corporation　Acts）」

の 廃 止 （1828）， 「ロ ー マ ・カ ソ リ ッ ク 教 徒解 放令 （The 　 Roman 　 Catholic

Emancipation　Act）」 （1829）， ア イ ル ラ ン ドの プ ロ テ ス タ ン ト国教会 を抑制 ，

改 革 す る 「ア イ ル ラ ン ド教会令 （The 　Irish　Church　Act）」 （1833）， そ し て 英 国

国 教会 の 司 教 不 在 ， 司教 職 同時兼 務 な どの 悪 弊 へ の 「改 革諸令」 （1836−1840）

な どが 次 々 に 議 会 を通 過 した の で あ る 。
こ れ ら の 諸改革 の も つ イ ン グ ラ ン ド及

び ア イ ル ラ ン ドの 国家 と教 会 関係 と宗教 生 活全 般 に 有 す る意義 は 計 り知 れ な

い
。 す なわ ち ， 神学史家 コ ン サ ー に よれ ば ， 以 後大 ブ リテ ン で は 「こ れ らの 出

来 事 は ， 宗 教 的 な 多様 性 が 明 白 に 承 認 さ れ た こ と を 象徴 して お り， そ れ は 英 国

の 宗教 生 活 に お け る統
一

性 の 前提 が 終 焉 した こ と を際立 た せ た 」 とい う
15 ）

。 具

体 的 に 言 え ば， 第
一

の 「審査 と団体諸法」 の 廃止 に よ り ， イ ン グ ラ ン ド非 国教

徒の 政 治 的 ， 社会的 解放 が
一

段 と促進 さ れ た 。 そ の 結 果 ， プ ロ テ ス タ ン トの 自

由教会 が 活発 な 政 治 ， 社会 の 広が りに お い て ， 福音伝道 の み な らず ， 奴隷制反

対 ，
聖 書 配 布 ， 海外 ， 内国伝 道 な ど 多様 な 宗教 的 自発 的 結社 の 形 成 と拡 大 を 展

開 した 。 そ れ ゆ え に ，
こ の 時 期 は

一 人 の 論 者 に よ れ ば ， 「自発 的宗教結社 の 黄

金時代 （the　golden　age 　of 　voluntary 　religious 　association ）」 と称 され る
’6）

。

福音 同盟 会 が 教 派 的 な異 な る 背 景 を もつ 人 々 の 共通 目的 を実 現す る 自発 的 結社

と して 多数 の 非国教 的， 自由教会 的 な 教派 背景 の 人 々 に よ り創立 さ れ た 背景 に

は こ の よ う な 非 国教 徒 の 解 放 と 自発 的 結 社 形 成 ブ ー ム と い う事情 が あ る 。 第 二

に ， 「ロ ー マ ・ カ ソ リ ッ ク 教徒解放令」 の 衝撃 は ， 単 に 英国国教会 の み な らず ，

プ ロ テ ス タ ン トの 非 国 教 徒 に も及 ぶ 。
こ れ は ，

エ リザ ベ ス
ー

世 以 来 の 国是 に も

似 た 反 ロ ー マ ・ カ ソ リ ッ ク の 路線 の 転換 を意味 し， 以後大 ブ リテ ン に お け る ロ

ー マ ・カ ソ リ ッ ク教 会 は 社 会 的 解 放 を 経験 し ， そ れ と共 に 積 極 的 に 伝 道 し膨 張

して い くの で あ る 。 第三 の ア イ ル ラ ン ド国教 会 の 改 革 で あ る が ，
こ れ は 1800

年 に 試 み ら れ た イ ン グラ ン ドとア イル ラ ン ドの 国教会 の 合同が 破綻した こ とを

認 め る こ と で あ り， ア イ ル ラ ン ドの ロ ー マ ・カ ソ リ ッ ク 教 徒 の 解 放 を促 進 し

た 。 そ こ か ら， ア イル ラ ン ドの プ ロ テ ス タ ン トは， 国教 会 も自由教会 も危機感

を 抱 き ， 福音 同盟 会 に 66 名 が 参 加 し て い る 。 又 ， 福 音 同盟 会 が 開 催 さ れ る 前
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年 の 1845年 に は ア イ ル ラ ン ドの 飢饉 か らの 脱 出 と職 を求 め 多 く の ア イ ル ラ ン

ド人 が イ ン グ ラ ン ドへ 新移 民 と し て 到 着 し ， 184｛｝− 1850 年 代 に は 英 国 の カ ソ リ

ッ ク 教 徒 は
一

層 膨 張 し た 。 こ こ か ら
， 英 国国教会 の み な らず ， 非国 教徒の 問 で

も ， 改 め て 反 カ ソ リ ッ ク 的 な 統
一

戦 線 作 りが 進 行 す る 。 そ の
一

翼 を 担 っ た の

が
， 福 音 同 盟 会 運 動 で あ り ，

こ の 運動体 の 反 カ ソ リ シ ズ ム 的性 格 は 以 上 の べ た

よ う な 事態 の 歴 史 的 刻 印 な の で あ る 。 第 四 に は ， 英 国 国 教 会 内 の 高教 会運 動 の

台 頭 で あ る 。 英 国国教 会 に 対 す る 議会 と国 家 主 導 の
一

連 の 諸 改 革 に よ り， J．

H ，ニ ュ
ー マ ン や J．ケ ー ブ ル

， E ．ピ ュ
ー ジ ー

らの 聖職 者 が 教 会 存立 の 危機 感 を

抱 き ， 英国国教会 の 本質 を 聖 な る使徒的 な公 同教会 の 権威 に お き， サ ク ラ メ ン

トや 聖 職 者 の 神 学 的 ， 霊 的 訓 練 を重 ん じ る 高教 会 的 改 革運 動 ， 「オ ッ ク ス フ ォ

ー ド運動 」 を ユ830年代 よ り起 こ し た 。 こ れ は
，

一
方 で は 拡 大 す る ロ

ー
マ ・カ

ソ リ シ ズ ム に 反 対 す る と共 に ， 他力で は 非 国教徒 プ ロ テ ス タ ン トの 福 音 伝 道 主

義 の 原 理 や りベ ラ リズ ム を厳 し く批 判 し た
1η

。 従 っ て
， 福音同盟 会 は 当然 英 国

国 教 会 内 の こ の 「オ ッ ク ス フ ォ
ー

ド運動 （The 　Oxf （，rd 　 MovellleIlt）」 を 「ピ

ュ
ー ジー イ ズ ム （Puseyism）」 と 批判 して ， そ の 高 教 会 主義 に 反 対 す る の で あ

る 。
こ の 他 に

， 第五 に
， 非国教徒 の 陣営 に あ っ た が ， 解放 さ れ拡 大 をみ せ た 合

理 主 義的 キ リ ス ト教 の 運 動 で あ る ユ ニ テ リ ア ニ ズ ム や ユ ニ ヴ ァ
ー サ リズ ム （普

遍 救 済 主 義 ） に 対 して も ， 福 音 同盟 会 は そ の 三 位
一

体論的福音伝道主義の 立 場

か ら 反 対 し た こ と も付 言 し て お こ う 。

　次 に ス コ ッ トラ ン ド に お け る 19世 紀前半 （1833−1853） は
， 歴 史家 A ．R ．ヴ

ァ イ ドラ ー に よ れ ば
， 「ス コ ッ トラ ン ド に お け る 諸 葛藤」の 時代 で あ っ た

18 ）
。

ス コ ッ ト ラ ン ド の 長 老 派 国 教 会 に お い て 教 区 牧 師 が 国 家 の 側 の 「叙 任 権

（patronage ）」 に よ り任命 さ れ る人 事 体 制 の 是 非 を め ぐ り ，
こ の 体制 を 容 認 す

る 「穏 健 派 」 と ， トマ ス ・チ ャ ル マ ー ズ に 率 い られ 反 対 す る 自由教会 主 義 的 な

「福 音主 義者 1 と の ほ ぽ 10 年 に わ た る 論争 （1833− 1843） が 起 こ り， 1843年 の

全 国 総 会 で つ い に 1
，
203 名 の 牧 師 中 451 名 の 牧師 が 離脱 し ， 「自由教 会」 を創

立 す る 。 数年後創立 さ れ た 福音 同 盟 会 に は ，
ス コ ッ トラ ン ドの 自由教会主義者

と推 定 さ れ る 人 々 も 85 名 （9 パ ー セ ン ト） ほ ど参 加 す る が ， こ の ス コ ッ ト ラ
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ン ド近代教会史 の
一

大事件 の 直後 だ け に ， さ ぞ か し意気盛 ん な こ とで あ っ た ろ

うと思わ れ る 。

　 h ） 19 世 紀 前 半 に お け る ア メ リカ 合 衆 国 の 国 家 と教 会 ， 特 に 北 東部 に お け る

　　　宗教運動 ， 自由教会 型 教 派 の 動 向

　合衆国 に お い て
， 大 ブ リテ ン に お け る 巨大 な 宗教的変化 を 齎 し た 諸改革 に 並

行 す る の は ， 英 国 に 先 ん じ て 1791 年 に 合 衆 国議 会 に よ っ て 公 布 さ れ た 「合衆 国

憲 法 」修正 第
一

条 「権利 の 章典」 の 制定 に よ り齎 さ れ た ， 連邦 レ ベ ル に お け る

国 教 会 樹 立 の 試 み を 放 棄 し た 「政 教 分 離 」 の 原 則 の 宣 言 と各 個 人 の 権 利 と し て

の 「信教 の 自由」 の 原理 の 確 立 で あ る 。
こ の 国家 と教会 の 関係 に お け る 革命的

な 措置 に よ り ， 原則的 に は合衆国 に お け る 総 て の 教 会 が 自 由教 会 型 で 自発 的 結

社 型 の い わ ゆ る 「教 派 型 教会 」 と な っ た の で あ る
19 ）

。 従 っ て
，

こ の 福音 同盟 会

に か な りの 参加者 を送 り出 した 合衆 国 の 北東部 に 注 目す る と， 以 下 の 巨大 な宗

教的諸変化 が 牛 じ た 。 第
一

に は ， 州 立 教 会 の 分 離 と 自 由教 会 型 教 派 主義体制 へ

の 移行 で あ る 。 連 邦 の 政 教 分 離 に 呼 応 し て ， 元 来伝統的 な ニ ュ
ー イ ン グ ラ ン ド

諸州 に お い て 事実上 州 立 教会 で あ っ た 会 衆 派 教 会 は
， 例 え ば コ ネ チ カ ッ トで は

1818 年 ，
マ サ チ ュ

ー セ ッ ツ で は 最終的 に は 1833年 に 州 レ ベ ル で の 政教分離 に

よ り 自由教会 型 教派 へ 移行 す る こ と を余 儀 な くさ れ た
， 更 に ， 1800 −1850 年 に

か け て 東部 ， 中西 部 ， 南 部 と い っ た 広範 囲 に わ た り進 展 し た 「第 二 次大覚醒 運

動 」 と こ の 政教 分 離 の 試 み と は 相俟 っ て ，
S ，ペ ア ソ ン の 言 葉 を借 りれ ば ， 「19

世 紀 の 前半 と は ア メ リカ 会 衆派 に と っ て は ，
ニ ュ

ー イ ン グ ラ ン ドの 州立 教会 か

ら国民 的 な教 派 へ の 移 行 を 画 す る もの で あ っ た 」 と い う
2°）

。 そ こ で 伝 道 す る 教

派 教会 と し て 長 老 派 ， メ ソ デ ィ ス ト派 な ど と 並 び ， 会衆派 も 国際的 な
一 致 協

力 の 自発 的宗 教 結 社 で あ る 福 音 同 盟 会 の 創立 へ 関心 を抱 く。 そ こ か ら， 第 二 に

は
， 超教派的

一 致 ， 協力体 制 を築 こ う とす る エ キ ュ メ ニ ズ ム や キ リス ト教 的 な

各種 の 自発 的 結 社 活 動 が 台頭 す る 。 例 え ば
， 会衆 派 と 長 老 派 は そ れ ぞ れ の 会

員 が移住 し て ゆ く西部 に お い て は 「合 同 プ ラ ン 」 （1801） を 結 び ， 開拓 地 に お

け る 宣 教 協力 と相互 の 会 員 確保体制 を結 ん だ 。 尤 も こ の 試 み は 裏 目 に 出 て
， 会

衆派 は会員 を組織 の 強固 な長老派 に 奪 わ れ ， 逆 に長 老 派 に と っ て は 会衆派 を経
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由 し て 「ニ ュ
ー ヘ イ ヴ ン 神学」 な い し 「新派 カ ル ヴ ァ ン 主義 （New 　School

Calvinism）」 と呼 ば れ る 「ウ ェ ス ト ミ ン ス タ ー 信 仰 告 白」 の 規範性 を 弱 め た

ア ル ミ ニ ウ ス 主 義的 な カ ル ヴ ァ ン 主義の 浸 透 を許 し ，
つ い に 1850 年 ま で に は

双 方 が 「合同 プ ラ ン 」 を廃棄 し ， か え っ て 両 派 の 教 派 対 立 意 識 を 高揚 し た
21 ）

。

しか し ， 福音 同 盟 会 に 参 加 し た L． ビ ー
チ ャ

ー
は ，

こ の 19世 紀前半 の 代表的 な

新 派 カ ル ヴ ィ ニ ス トの
一

人 で あ り， また 長 老 派 と会 衆 派 の 双 方 の 教 会 の 牧師 を

務 め た 超教派 主 義的 福 音伝 道 主 義 者 で あ る
22 ）

。 彼 は ま た キ リス ト教 的 な 禁 酒 ，

矯風運動 の 自発 的結社 に よ る 活 動 の 指導 者 の 代表 的な 人 物 で もあ っ た 。 や は り

1司盟 会 に 出 席 した ペ ン シ ル ヴ ァ ニ ア 州 ， ゲ ッ テ ィ ス バ ー グ の ル タ ー 派 神 学 校 の

神学 教師の S．　S．シ ュ マ ッ カ ー
は ， 厂ア ウ グ ス ブル ク 信仰 告 白」 の 規 範性 を緩 め

て 象徴 主 義 的 聖 餐 論 を報 じ て 「ア メ リ カ 主 義者 （Americanist ）1 と呼 ば れ た

超 教 派 主義 的 な 修 正 ル タ ー 主 義者 で あ っ た
23 ）

。 第三 に は
， 北 東部 の 諸 教 会 に 浸

透 した 合 理 主 義 的 キ リ ス ト教 で あ る ユ ニ テ リア ニ ズ ム
， 普 遍 救 済 主 義 （ユ ニ ヴ

ァ
ー

サ リズ ム ） へ の 反 対 運 動 で あ る 。 18世 紀 末 よ り東 マ サ チ ュ
ー セ ッ ツ 地域

で 拡大 し た 三 位 一 体 神 へ の 信 仰 を否 定 す る ユ ニ テ リア ニ ズ ム の 運 動 は ， そ の 指

導 者 W ．E ．チ ャ ニ ン グ ら に よ り神学 的運 動 と な り，
つ い に 会衆 派 か ら分 離 し

て
， 独 自の

一
教 派 と な っ た 。

こ う した 神 学 的 な動 向 に 対 し， 「新派 カ ル ヴ ァ ン

主 義 」 の
一

系譜 ， ア ル ミ ニ ウ ス 主 義 的 な カ ル ヴ ァ ン 主 義 ， 「ニ ュ
ー

ヘ イ ヴ ン 神

学 」 に 立 つ イ ェ
ー

ル 大 学 の N ．W ．テ イ ラ ー や L．ビ ー チ ャ
ー

， ま た 三 位 一
体 を

奉 じ る会 衆 派 の ア ン ドー ヴ ァ
ー 神 学 校 の 教 授 ら は

， 反 ユ ニ テ リア ニ ズ ム
， 反 ユ

ニ ヴ ァ
ー サ リズ ム の 神学論争 を しか け た 。 合衆 国 の 北 東部 居 住 の 同 盟 会 へ の 参

加 者 は ，
こ の よ うな 反 ユ ニ テ リア ン 陣 営 の 人 々 が 多 い

24 ）
． 第 四 に は

，
19世紀前

半 に 主 流 の 福 音 伝 道 主 義 的 プ ロ テ ス タ ン トの 諸教 派 に 浸 透 し た 反 ロ
ー

マ ・ カ ソ

リ シ ズ ム の 感 情 の 問題 で あ る 。 19 世 紀 前 半 の 西 部 開 拓 と国 家 的 拡 大 時 代 の 合

衆 国 で は ， ア イ ル ラ ン ド始 め ヨ ー
ロ ッ パ 各 地 か らの 膨 大 な ロ ー マ ・カ ソ リ ッ ク

教徒 の 労働者移 民 が 急速 に 増 大 し た 。 そ の た め に ， 合衆 国 の 北 東部 の 大 都 市 で

は ， プ ロ テ ス タ ン ト市 民 ら の 反 ロ ー
マ ・ カ ソ リ ッ ク 暴 動 や 神学的な 論争 が 頻 発

し た 。 L．ビ ー チ ャ
ー

に も 『西部 へ の 弁 明 』 と い っ た 反 ロ ー マ ・カ ソ リ ッ ク 的
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書物が あ る ほ どで あ る
25 ）

。 こ う して ， 大 ブ リテ ン に お け る反 ロ ー マ ・ カ ソ リシ

ズ ム の 高 揚 に も似 て
， 合 衆 国 で も自由教 会 的福音伝 道主 義者 た ち は ， 概 ね 反 ロ

ー
マ ・カ ソ リ ッ ク 的で あ っ た 。

　 こ う して 同盟会 の 成立 の 背 後 に あ る教会 史 的 背景 の 分 析 の 成 果 か ら 同盟 会 の

宗教的 ， 神学 的 方 向性 を分 析 す る と， 次 の よ う に ま とめ る こ とが で き よ う 。 そ

れ は ， 1）福音伝道 主 義的な 自由教会 的教 派 的 な 背 景 を もつ キ リス ト教 徒 が 多

数参加 し
，

2） 反 ロ ー
マ ・ カ ソ リ ッ ク 的 ， な い しオ ッ ク ス フ ォ

ー ド運 動 の よ う

な高教 会型 の 運 動 に 対決 し ， 3）逆 に 合理 主 義 的 キ リス ト教 と して の ユ ニ テ リ

ア ニ ズ ム
，

ユ ニ ヴ ァ
ー サ リズ ム に 反対 し つ つ

，
4）福音伝道 主 義的諸教派 に 所

属 す る諸 個 人 の 協 力 と
一 致 を 目指 す 自発 的 結社型 の 運 動体 で あ る 。 5） そ の 背

後 に は 19世紀前半 の 大 ブ リテ ン の 「諸改 革 」 に よ る ロ ー
マ ・ カ ソ リ ッ ク教徒 ，

非国教徒の 解放 ， 自発的結社 の 増大 ， 合衆国の 「政教分離」の 実質化 に よ る 教

派型教会 の 成立 と い う類似 し た 国家 と教会上 の 大変革 の 影響 が 存 在 して い る 。

と い う こ と は ， 福 音 同盟 会 の 創 立 の 背 景 を 「18− 19 世紀 に お け る信 仰 覚醒 の 結

果生 まれ た 」（土肥 昭 夫）とか ， 「第十八 世 紀 以 来英 ， 米 ， 独 ， 瑞 等 諸 プ ロ テ ス

タ ン ト的範 囲 に わ た っ て 行 わ れ た 信仰覚 醒 運 動 の 結果」 （石原謙） と い う説 明

が
，

い か に 背景 を 「信仰覚醒運動」
一

本 に 還元 し単純化 して い る か が 明 ら か に

な るだ ろ う 。 また 中村 敏 の 研 究 に 依 存 しつ つ 描 か れ た 茂 義樹 の 福音同盟 会 の 性

格 や 目標 に 関 す る 叙 述 は 大 旨正 確 で は あ る が ， 19世 紀 前半 の ア ン グ ロ ・サ ク

ソ ン ・プ ロ テ ス タ ン ト世界 に 起 こ っ た 巨大 な 国家 と教会の 関係 に お け る 変革 と

同盟 会 の 複 雑 な 諸 関係 を視野 に い れ て い な い 点 が 惜 し ま れ る 。

　最 後 に ， 以 上 の よ うな同盟 会 の 宗教 社会 学 的 な性格 と教会 史 的背景 理 解 の 成

果 を土 台 に して ， こ の 同 盟 会 が 形 成 した 「教 理 的某 礎 」 の 決 定過 程 や 神学 理 念

を分 析 して
， 外 的 な ， 教 会史 的 背 景分 析 か ら導 きだ され た 福音同盟 会 の 性格規

定 を内的 ， 理念 史 的 に も検証 し て み よ う。
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III． 「福 音 同 盟 会 」 の 「教 理 的 基 礎 」成 立 の 経 過 と

　　 運 動 理 念 か ら み た そ の 性 格

　 1． 議事 録 に お け る 「教 理 的基 礎 」の 原 案 と決 議 され た そ の 最 終本文 との 比較 分 析

　 す で に 指 摘 した よ う に ， 福 音 同盟 会総 会 は ， 1846 年 8 月 19 口 か ら 9 月 2 日

ま で 開催 され た 。 そ の 議 事 録 に 盛 ら れ た 様 々 な議事 と決 議 を分析 し
，

こ の 運 動

体 の 「連 動 理 念 」全体 を確 定す る作業 は ， 最 も基 本 的 で 重 要 な課題 の
一

つ で あ

る 。 しか し ， こ の 課 題 は将来別 の 形 で 果 た し た い と考 え て い る 。 本 稿 で は ， 福

音 同 盟 会の 「教 理 的基 礎 （The 　Doctrinal　Basis）」 の 原 案 と決議 され た 本文 と

を比 較 し ， そ の 変更内容 を確認 し， そ の よ う な 変更 に 至 る 議 場 で の 審議過 程 を

分 析 し ，
こ の 「教 理 的 基 礎 」 を 定 め た 運 動 体 と神 学 的 理 念 の 方 向 を 確定 した

い
。

　さ て ， 福音 同盟 会 の 議 事 録 ，
つ ま り 『報 告 』 （EAR ） に よ れ ば ， 「教 理 的 基

礎 」 を め ぐる 審議 は
，

1846 年 8 月 21 口 （総 会 第三 日） の 午前 の セ ッ シ ョ ン か

ら開 始 さ れ ， 8 月 23 日 の 聖 口を挟 み 8 月 24 日 （総会 第五 日） 夕 刻 の セ ッ シ ョ

ン ま で の 時 間 を費 や し 決 議 さ れ ， 「前 文 （Preamble ）」 と 末尾 の 「補足 文 （the

supplementary 　clause ）｝に 挟 ま れ た 最終 的 な 9 箇条 よ りな る 「教 理 的 基 礎 」

を承 認 した
26｝

。 8 月21日 の 午前 の セ ッ シ ョ ン の 開会 礼拝 の 後直 ち に ， 英 国 国教

会 の 教 区 聖 職者 ，
E ．ビ ッ カ ー

ス テ
ー

ス 師 （Rev，　E ．　Bickersteth）が 「教 理 的基

礎 （The 　Doctrinal　Basis）」 の 原 案 〔以 下 DB1 〕 を議 場 に 上 程 し た 。 そ の 原 案

の 内 容 と 24 日 の 夕 刻 に 議 場 で 最 終 的 に 決 議 さ れ た 「教 埋 的 基 礎 」 の 定 式 〔以

下 DB 　2〕 とを 共 に 以 下並 べ て 記す 。

DB1 ： That　the　parties　composing 　the　Alliance　shall　be　such 　persons　only

　　　 as 　hold　and 　maintain 　what 　are 　usually 　mderstood 　tて）be　Evangelical

　　　views
，
　in　regard 　to　the　matters （）f　doctrine　understated ，　viz ．：

一
〔以

　　　上 DB1 前文 〕

　　　
“

1． The 　Divine　Inspiration
，
　Authority

，
　and 　Sufficiency　of 　the　Holy
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   Scriptures.
"2

 The  Unity of  the Godhead, and  the Trinity of  Persons therein.
"3

 The  utter  Depravity of  human  nature  in consequence  of  the

   Fall.
"4.

 The  Incarnation of  the Son  of  God, His work  of  Atonement  for

   sinners  of  mankind,  and  His  Mediatorial  Intercession and

   Reign.
"5

 The  Justification of  the  sinner  by Faith  alone.

"6

 The  work  of  the  Holy  Spirit in the Conversion and  Sanctifica-

   tion of  the sinner.

"7.
 The  right  and  duty of  Private Judgement in the interpretation

   of  the  Holy  Scriptures.
"8.

 The  Divine institution of  the Christian Ministry, and  the

   authority  and  perpetuity of  the ordinances  of  Baptism  and  the

   Lord's Supper.
"9.

 The  Immortality of  the Soul, the Resurrection of  the Body, the

   Judgement of  the world  by our  Lord  Jesus Christ, with  the

   Eternal Blessedness of  the  righteous,  and  the Eternal Punish-

   ment  of  the  wicked."2"  (J}kLig DBI  9 taftt[igZ.};)

DB2:  
"I.

 That  the parties  composing  the Alliance shall  be such  persons

     only  as  hold and  maintain  what  are  ususally  understood  to  be

    Evangelical  views,  in regard  to the matters  of  Doctrine under-

    stated,  namely  : -  (J)L-k DB2  fiC,ijJsC)

 
"1.

 The  Divine  Inspiration, Authority, and  Sufficiency of  the Holy

     Scriptures.

 
"2.

 The  Right and  Duty  of  Private Judgement in the Interpretation

     of  the Holy Scriptures.
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"3.

 The  Unity of  the  Godhead, and  the  Trinity of  Persons therein.

  
"4.

 The  utter  Depravity of  Human  Nature, in consequence  of  the

     Fall.

  
"5.

 The  Incarnation of  the Son  of  God, His work  of  Atonement  for

     sinners  of  mankind,  and  His Mediatorial Intercession and

     Reign.

  
"6.

 The  Justification of  the  sinner  by  Faith alone.

  
"7.

 The  work  of  the Holy  Spirit in the Conversion and  Sanctifica-

     tion of  the  sinner.

  
"8.

 The  Irnmortality of  the  Soul, t.he Resurrection of  the  Body,  the

     Judgement  of  the  World  by our  Lord Jesus Christ, with  the

     Eternal Blessedness of  the Righteous, and  the Eternal Punish-

     ment  of the Wicked.

  
"9.

 The  Divine institution of  the  Christian Minsitry, and  the

     obligation  and  perpetuity of  the ordinaces  of  Baptism  and  the

     Lord's Supper. (J2L lt DB2  9 th;ft)

  
"It

 is, however,  distinctly declared : -First,  that  this brief Sum-

     mary  is not  to be regarded,  in any  formal or  Ecclesiastical

     sense,  as  a  Creed or  Confession, nor  the  adoption  of  it as

     involving an  assumption  of  the  right  authoritatively  to define

     the  limits of  Christian Brotherhood;  but simply  as  an  indication

     of  the class  of  persons whom  it is desirable to embrace  within

     the  Alliance : -Second,  that the selection  of  certain  tenets,

     with  the  ommission  of  others,  is not  to be held as  implying, that

     the former constitute  the whole  body of  important Truth, or

     that  the latter are  unimportant."28)  CDB2 M,EE:JsZ)

, LvacD DBI8  DB2  cl)i  i:x h igttptTg"6 8 3, melzzcDEiEj")\kJ a)
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変更 に つ い て は
， 別 の 機 会 に 予定 さ れ て い る各箇条 に つ い て の 審議 の 分 析 に 任

せ る こ と と して ，
こ こ で は 以 下の よ う な大 まか な変更箇所 や 各箇条 の 配列 順 序

の 変更 を確 認 し て み た い
。 1）DB1

，
　 DB2 と もに 「前文」 は ほ ぼ 同

一
で あ る 。

2）DBI の お け る 幾 っ か の 箇条が ，
　 DB2 に お い て は 配 列 Ji匱序 が 変更 さ れ て い

る 。 例 え ば ， Article．7 （DB1 ） 〔以 下 Art．と 略〕 は Art．2 （DB2 ） へ
，
　 Art．

8 （DB1 ） は Art．9 （DB2 ） へ
，
　 Art．9 （DB1 ） は Art．8 （DB2 ） へ 移 動 さ せ ら

れ て い る 。 そ の 結 果 ， Art．2 （DB1 ） は Art．3 （DB2 ） へ
，
　 Art．3 （DB1 ） は

Art．4 （DB2 ） へ
，
　 Art ．4 （DB1 ） は Art，5 （DB2 ） へ

，
　 Art ．5 （DB1 ） は Art．

6 （DB2 ） へ
，
　 Art．6 （DB1 ） は Art．7 （DB2 ） へ 順 番 が 変 更 と な っ た 。 3）更

に 大 き な変 更 は
，

DB1 の テ キ ス トに は 存在 し な か っ た 「補 足 文 」 が DB2 の テ

キ ス トに は 付 され た と い う こ とで あ る 。 そ こ で ，
こ こ で は 2） の 信 仰 箇 条 の 変

更 の 経 過 ， 及 び 3）「補足文」が なぜ 設 け ら れ る に い た っ た の か と い う経 過 に

つ い て ， 議 事録 の 審 議 か ら辿 っ て み た い
。 そ し て そ の 背 後 に 表明 され た 福音同

盟 会 の 神学的運 動理念 を最終的に 確定 し よ う。

　2． 「教理 的 基礎」の 原案審議 と最 終文 の 確 定 に み る

　 　 「福 音 同 盟 会」の 神 学 的運 動 理 念

　第
一

に ，
DB1 の 幾 つ か の 箇条 の 位置変 更 に 関 す る 議 論 と 決 議 は ， 大 会 五 日

目 ， 8 月 24 日 の 夕刻 の セ ッ シ ョ ン に お い て で あ る
29 ）

。
こ の 夕 刻 の セ ッ シ ョ ン

の 後半で ，
ロ ン ドン 在住 の ウ ェ ス レ ー 主 義 メ ソ デ ィ ス トの 牧師 ，

ビ ュ
ー モ ン ト

博士 （Rev ．　Dr．　J．　Beaumont ） が
，
　 DB1 に お け る 「最 後 の 二 つ の 箇 条 〔キ リ ス

ト教 的 職務 や 聖 礼典 に 関 す る Art．8 と終末論 的事柄 に 関 す る Art．9〕の 順序 を

逆 に す る こ と」 との 修 正 動 議 が 議場 に 提 出 さ れ た 。 そ の 理 由 は ， 「第 九 箇条 は

信 じ られ るべ き厳 か な諸真理 よ りな る 。 だ か ら 自分 は第 八 箇条の よ う な箇 条 の

前 に お か れ る べ き で あ る と思 う」 と い う もの で あ っ た 。 つ ま り ， 教会の 務 め に

関す る箇 条 の 前 に 先行 す る 他 の 信 仰 箇条 の 示 す 真 理 と関 連 の 深 い 終 末 論 的 な 最

後 の 事 柄 に 関す る信 仰 箇条 を優先 さ せ る べ きだ と の 神 学 的判 断が 背後 に 存在 し

た 。 議場 で の 短 い や り取 りの 後 ，
ビ ュ

ー モ ン トの 意 図 が 承 認 さ れ て ， こ れ らの
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二 箇条 の 順序 が 逆 転 さ れ た
3°〉

。 次 い で
， 聖 書 の 私的解釈 権 に 関 す る DB1 の

Art．7 に 関 して ， 議場 か ら は こ れ を最後 の Art．9 へ 回 す べ き で あ る と の 動 議 が

提起 され た 。 しか し，
ロ ン ドン の カ ワ ー ド大 学 の 教師 で 会衆派牧師 ， ジ ェ ン キ

ン 博 士 （Dr ．　Jenkyn） は ，
　 DB1 に お け る 聖 書 の 権威 に 関 す る Art ．1 の 後 に

，

DB2 の Art．7 の 私的解釈権 の 箇条 を新 た に Art．2 と し て 置 くべ き だ と 主 張 し

た
3 ！）

。 そ し て こ の ジ ェ ン キ ン 提 案 を ウ ェ ス レ ー 主 義 的 メ ソ デ ィ ス ト派 の 牧 師 J．

ス コ ッ トが 「我 々 は聖 書の 権威 を宣言 し た 。 そ の 上 で ，
こ れ ら 〔聖 書〕 を判 断

す る 各自の 権利 を宣言 す る こ とが そ の 箇条 の 論理 的 な 位 置 だ 」 と い う理 由 で 支

持 を 与 え ， 議 場 は こ の 動 議 を 可 決 し た
32 ）

。
こ の 議 決 は 重 大 な 神学 的 意 味 を も

っ
。 っ ま り， 福音 同盟 会 と し て は ， 「教 理 的 基 礎 」 の 最 終 定 式 の 第

一
箇 条 で 聖

書 の 権威 は承 認 し つ つ も
， 第 二 箇 条 で そ の 私的 な 解釈 権 を認 め る こ と で

， 宗 教

改 革 的 な 信 仰 告 白 に よ る聖 書 の 教 会 的解釈 権 を否 定 し ， 聖 書 の 私的 解釈権 を 認

め る聖 書主 義的 な 教理 的立 場 を い よ い よ 鮮 明 に す る に 至 っ た の で あ る 。 以 上 二

つ の 大 き な 変 更 に 伴 い
，

DB1 の 第
一

箇条 を 除 き す べ て の 箇 条 の 順 序 や 数字 が

変 更 され ， 最終的 に DB2 の 9 箇条の よ うな 配列 に 落着 した の で あ る 。

　第 二 に
，

こ の 「教 理 的基 礎 」 の 形 式 的 性 格 と役 割 ， 拘束 性 の 問 題 に 関 し て

は ， 8 月 21口以 来 原案 の 議 事 の 色 々 な と こ ろ で 言 及 さ れ
， 意 見 が 交 わ さ れ た 。

し か し， 「補 足 文」 が 本 格 的 に 集中審議 され た の は ， 総 会 第 五 日 （8 月24［］）

の 午 前 の セ ッ シ ョ ン か ら午後 の セ ッ シ ョ ン の 前半 に お い て で あ っ た
33 ）

。 議 論 の

皮切 りは ，
バ プ テ ス ト派 の 牧師，

E ．ス テ ィ
ー ネ博 士 （Rev．　Dr．　E．　Steane ） の

提 案 に よ る 「教 理 的 基 礎 」原 案 に 付 す べ き 「補 足 文 （the　 supplementary

clause ）」 案の 上程 で あ る
34 ）

。
こ の 「補足文 iの 内容 は ， こ の 同盟 会 に 参 加 す

る 自由教 会 所 属 派 が 多 い とは 言 え ， 各 自の 所 属教 派 が 教琿 的 に 信 奉 す る 「聖 書

と伝 統 1， と くに 信条 や 信 仰告 白 に 関 す る 立場 は 大 き く異 な る 。 そ れ ゆ え に ，

「補 足文 」 に 説明 さ れ て い る 「教 理 的基 礎 」 の 性 格 や 役 割 の 理 解 に 関 し て ， 「信

条主 義 」的 な 人 々 と 「非信 条 主 義 」 的 な 背景 の 人 々 と の 問 で の 合意 点 を確認 す

る た め に ， ホ ッ トな議論が 展開 さ れ た 。 特 に 議論 の 整 理 に 役立 っ た の は ，
ニ ュ

ー ヨ ー
ク 在 住 o）長 老 派 牧 師 ， S−H ．コ ッ ク ス 博 士 （Rev ．　Dr ．　S．　H ．Cox ） の 以 下
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の よ う な 議論 で あ る 。 彼 は ， 「教 理 的 基 礎 」 の 機 能 を ， 第
一

に 福音 同盟 会 へ の

「入 会 の 審 査 と し て （aTest 　 of 　 Admission）」， 第二 に は 「合 同 の 絆 の 役割

（that　 of 　a　 Bond 　 of 　Union）」， 最後 に 「世界 へ の 証言 （a　 Testimony　to　 the

World ）」 とい う三 重 の 役割で あ る と言 う。 従 っ て
，

コ ッ ク ス に よ れ ば， 「そ れ

〔教 理 的 基 礎〕 は ， か の 意味 〔ア ウ グ ス ブ ル ク 信仰告白や ウ ェ ス ト ミ ン ス ター

信仰 告 白 とい う意味〕で の 信 条 で は な い
。 そ う で は な くそ の よ う な 〔同盟 会 に

包 摂 さ れ る 〕種 類 の 人 々 を私 た ち と 同 盟 さ せ る も の で あ り， そ こ で そ の 種 の

人 々 に 旨 く定義付 け を与 え る の で あ る」 と
35）

。 こ の よ うに 「教 理 的 基 礎 」か ら

全 体 教 会 主義 的 な 信 条 的 拘 束性 を奪 い
， む し ろ緩 い 指標的， 指示 的 ， 証言的 な

機能 を 与 え る コ ッ ク ス の 議論 に 沿 っ た 確認 が 議場 の 発 言者 た ち に よ っ て な され

た 。 そ し て 午後 の セ ッ シ ョ ン の 終 わ り に
，

ハ ッ ク ニ ー 在 の バ プ テ ス ト の 牧師

F ．A ．コ ッ ク ス 博 士 （Rev．　Dr、　Cox ） は 重 要 な集約的発言 を行 い
， 福 音 同盟 会

の 組織 的 性 格 と 「教 理 的 基 礎 」 と の 関 係 を 明 ら か に し た 。 彼 は 指 摘 す る 。

「我々 は諸教 派 と し て （as 　Denominations ） と し て 集 め ら れ て い る の で は な

い 。 我 々 は 諸 キ リス ト教 会 の 肢体 と し て 集 め られ て い る の で は な い
。 代表資格

に よ っ て で は な い （not 　in　a　delegated　capacity ）。 そ うで はな く， 個 々 の キ リ

ス ト教 徒 と し て で あ り （as 　individual　Christians），
そ の 人 々 の 目的 は 可 能 な

限 り
一

つ の 合同 （aUnion ）　 一教 派 の そ れ で は な く」， 個人 の 資格 で あ る
36）

。

従 っ て ， 教 派 教会 主 体 で は な い 個 人 参 加 の 自発 的結社 に と っ て 「教理 的基 礎」

は飽 くまで も個人 的 な判断を拘束 す る もの で は な く， 指標 ， 象徴 ， 指示 的機能

を認 め る とい うわ け で あ る 。
こ う し た 方 向性 に 立 ち ， 休 憩 を挟 み ， 提案 され た

「補 足 文」 は 以 下 の よ う に や や 短 め に 修正 さ れ て ，
8 月 24 日 の 夕刻 の セ ッ シ ョ

ン の 冒頭 で 9 箇条 の 下 に 付 さ れ る形 で 可決 され た 。 そ こ で ， こ こ で 「補足文」

の 訳文 を掲 げて
，

そ の 性格 ， 機能 を確認 し た い
。

　「し か し， 以 下 の こ とが 明瞭 に 宣 言 さ れ る 。 　　 第
一

に
，

こ の 短 い 要約 は ，

　 い か な る 公 式 の ， 又 は 教 会的 な 意味 で
一

つ の 信条 な い し信 仰 告白 と して （in

　any 　formal　or 　Ecclesiastical　sense
，
　as 　a　Creed　or　Confession）， あ る い は

　 キ リス ト教 的 な兄 弟 性 の 諸 限界 を定 義 す る権利 を権威 的 に 帯 び る こ と を ふ く
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　む もの と して採 用 さ れ た と見 な さ れ て は な らな い
。 む し ろ

， そ れ は 単 に 同盟

　内 に 包摂 さ れ る こ とが 望 ま し い と さ れ る 人 々 の 集 ま り を 指 し示 す もの （as

　 an 　indication　 of 　 the　 class 　 of 　 persons 　 whoIn 　it　 is　desirable　 to　 embrace

　 within 　the　Alliance） と見 な さ れ るべ きで あ る 。 　　 第 二 に
， あ る幾 つ か の

　箇 条の 選 択 を す る こ とは ， 外 の そ れ ら 〔の 箇 条〕 を排 除 す る とか ， 前者 が 重

　要 な 真理 の 全体 を な し ， あ る い は後 者 は 重 要 で は な い とい う こ と を意味 す る

　 と考 え られ て は な ら な い 」
37）

。

　 こ こ まで ， 「教理 的基 礎 」 の 原 案 を構成 上 修 正 した そ の 議場 を支 配 した 神学

的理 念 を分 析 し て き た 。 こ こ で 注 目す べ き こ と は ，
二 点存 在 す る 。 第

一
に ， 福

音 同盟 会 は飽 くま で も 19 世紀 型 の 個 人 を主体 と した 自発 的 結 社 型 の キ リ ス ト

教徒 の
一

致 と合同， 協力 を 目指す 運動体 で あ る とい う こ とで あ る 。
つ ま り， 徹

底 的 に 個 人 主 義 的 な 前 提 で 参 加 資格 を 定 め て い る 。
こ れ が

， 教 派 主 体 の 20世

紀 エ キ ュ メ ニ ズ ム の 運 動 体 ， 例 え ば 「国 際 宣 教連盟 （The 　 International　 Mis −

sionary 　Council）」 や 「世 界 教 会 協 議 会 （The 　World 　Council　of 　Churches ）」

と異 な る点 で あ る 。 第二 に ， 従 っ て 「教 理 的 基礎 」 の 9 信 仰 箇条の 配 列転換 を

分 析 し つ つ 指 摘 し た よ う に ， 最 終 的 に は Art．1 の 聖 書 の 権 威 の 箇 条 の 次 に

Art．2 と し て 聖 書 の 個人 的解釈権 の 箇条 を 位置付 け た と き，
こ の 同盟 会 は 聖 書

の 教会的解釈 に 優位 を あ た え る 立 場 を捨 て ， 聖 書主義的 な立 場 へ と接近 して い

る 。 そ し て ， こ の 立 場 と並 行 して ， 福 音同 盟 会 の 「教理 的基 礎 」 の 性 格 や 機能

も， 個人 主義的 に 捉 え られ ， 宗教改革的 な信条や信仰告 白の よ う な 「聖 書 に 規

制 さ れ た 規 範 」 と し て の 教 会 的 聖 書解 釈 の 権威 を付 され よ う もな か っ た 。 そ れ

は ， 飽 く まで も同盟 会 の 集 団 と し て の 信仰 の 所 在 を指示
， 象 徴 ， 指 標 と し て 機

能 す る役割 の み を認 め ら れ た に す ぎな い 。 そ の 点 で こ の よ う な 「教理 的基 礎 」

の 性格 と機能 理解 の 見解 は
， 自発 的結社 的 で あ る の み な らず ， あ えて 言え ば 近

代 主 義的 な個 人 主義 に 立 っ 会 衆派 的な 「信仰 宣 言」の 役割理 解 に 近 い もの で あ

ろ う 。 そ し て ， そ の よ うな 観 察 は ， 前 節 す で に 指摘 し た よ うに ， こ の 同盟 会 創

立総会 に 出席 した イ ン グ ラ ン ド会衆派 （全参加者の 18パ ー
セ ン ト）や バ プ テ

ス ト派 （全参 加 者 の 8 パ ー セ ン ト） の 背 景 を もつ 人 々 が ， 合 計 す る と 実 に 1／4
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に 当 た る 26 パ ー セ ン トを 占め る とい う祉会学的 な 特質 と議 場 の 意 見 の 声 も呼

応 す る の で あ る 。

III． 結 論 ：「福 音 同 盟 会 」の 教 会 史 的 背 景 と そ の 性 格

　こ れ ま で 論 じ て 来 た 論 点 を こ こ で 今
一

度 ま と め て ， 主 題 に 関 す る 本稿 の 結 論

を確認 し た い
。

　 a ） 福音 同盟 会 の 創 立 総 会 に 参 加 した 人 々 は ，
1）全 体 で 922 名 ， 教職 ， 信

徒混成 の プ ロ テ ス タ ン ト的会議 ，
2）圧倒的 に ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン 系 諸国 （大

ブ リ テ ン
， 合衆国，

カ ナ ダ） に 住 み ， と くに 多数 の イ ン グ ラ ン ド居住者 が 参

加 ，
3） 大 多数 は 「非 国 教 徒 1， 自由教 会 に 所 属 す る キ リス ト教徒 で ， イ ン グ ラ

ン ドで は 非信 条主 義的会衆主 義的政治 形 態 を と る教 派 背 景者 ， 4）合衆国で は
，

イ ン タ
ー

ナ シ ョ ナ ル な 気 風 を もつ 北 東 部 の 背 景 で ， 自由教会型 の 主 流 教 派 の 背

景 を もっ 人 々 が 多数 と 要約 で き よ う 。

　 b ） 同 盟会成立 の 教会 史 的背 景 分 析 か ら同盟会 の 宗教的， 神学的 方向性 を分

析す る と
， 次 の よ う に ま と め る こ とが で き よ う。 そ れ は ， 1）福音伝道 主 義的

な 自由教会的教派的 な背景 を もつ キ リス ト教徒 が 多数参加 し ， 2）反 ロ
ー マ ・

カ ソ リ ッ ク 的 ， な い し オ ッ ク ス フ ォ
ー ド運 動 の よ う な 高教 会型 の 運動 に 対決

し， 3） 逆 に 合理 主 義的 キ リス ト教 と して の ユ ニ テ リア ニ ズ ム
，

ユ ニ ヴ ァ
ー サ

リ ズ ム に 反 対 し つ っ
，

4）福音伝道 主義 的 諸教 派 に 所 属 す る諸個人 の 協力 と
一

致 を 目指 す 自発 的 結社型 の 運 動 体 で あ る 。 5） そ の 背 後 に は 19 世 紀 前 半 の 大

ブ リテ ン の 「諸 改 革 」 に よ る ロ ー マ ・ カ ソ リ ッ ク 教徒 ， 非 国教 徒 の 解放 ， 自発

的結社 の 増大 ， 合衆 国 の 「政 教 分 離 」 の 実 質化 に よ る 教 派 型 教会 の 成立 と い う

類似 した 国家 と教会上 の 大変革 の 影 響 が 存在 して い る 。

　 c ） 「教 理 的 基 礎 」 の 原案 を 構成 上 修 正 した そ の 議場 を支 配 し た 神 学 的 理 念

を分 析す る と ， 注 目す べ き結論 は 二 つ あ っ た 。 第
一

に ， 福音同盟 会 は飽 くまで

も 19世 紀 型 の 個人 を 主 体 と した 自発 的結社型 の キ リス ト教 徒 の
一 致 と合 同 ，

協 力 を 目指 す 運 動 体 で あ る と い う こ とで あ る 。
つ ま り， 徹底的 に 個 人 主 義的 な

前提 で 参加 資格 を 定 め て い る 。
こ れ が ， 教派主体 の 20 世紀 エ キ ュ メ ニ ズ ム の
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運 動体 ， 例 え ば 「国際 宣教連盟 （The 　International　Missionary　Council）」 や

「世界教会 協議会 （The 　World 　Council　of 　Churches）」 と異 な る
。 第 二 に

， 「教

理 的基 礎 」 の 9 信仰 箇条 の 配列転換 を 分析 しつ つ 指摘 した よ うに ， 最終的 に は

Art．1 の 聖 書 の 権威 の 箇条 の 次 に Art．2 と し て 聖書 の 個 人 的 解釈 権 の 箇 条 を位

置 付 け た と き ，
こ の 同盟 会 は 聖 書 の 教会 的解釈 を優位 に あた え る立 場 を捨 て ，

聖 書 主義 的 な 立 場 へ と接近 し て い る 。 そ し て ， こ の 立場 と並 行 して ， 福音 同盟

会 の 「教 理 的 基 礎」 の 性 格 や 機能 も ， 個 人 主義 的 に 捉 え られ ， 宗教 改 革 的 な 信

条や 信 仰 告 自 の よ う な 「聖 書 に 規 制 さ れ た 規 範 」 と し て の 教 会 的 聖 書 解 釈 の 権

威 を付 され よ う もなか っ た 。 そ れ は ， 飽 くまで も同 盟会 の 集団 と して の 信仰 の

所 在 を指 示 ， 象 徴 ， 指標 と し て 機 能 す る 役 割 の み を 認 め られ た に す ぎな い
。 そ

の 点 で こ の よ うな 「教理 的基 礎」の 性格 と機能理 解 の 見 解 は ， 自発 的 結社 的 で

あ る の み な らず ， あ え て 言 え ば近 代 主義的 な 個人 主 義 に 立 つ 会衆派 的 な 「信仰

宣 言 」 の 役割理 解 に 近 い もの で あ ろ う 。

　 こ う し て み る と
， 本稿 の 冒頭 で 掲 げ た 山本 秀 煌 の 言 う 「万 国福 音 同盟 会 」 は

「基督教の 福音 主 義 を標 榜 し た 諸 教 派 の 連 盟 」 と い う こ の 運 動体 の 理 解 は ，
20

世 紀 の 連盟 型 の 教 派 協力 や
一 致 運 動 と取 り違 え る と い う根 本的な 錯 誤 に 陥 っ て

い る こ と は 明 瞭 で あ る。 そ し て ，
こ の よ うな福 音 同 盟 会 の 背景 と性格 に っ い て

の 不 十分 な認 識 が なぜ も た ら さ れ た か と言 え ば ， 山本 以 後 の 諸研 究 者 に も共通

して い る よ う に ， 数 少 な い 古 い 第 二 次 史 料 に 依 存 し叙 述 した 結果 で あ り， 第
一

次史料 を丹 念 に 読 み 解 く作業 の 大 切 さ と と もに ， そ う した作 業 に 立 っ て 書 か れ

た よ り新 しい 第 二 次 史料 を広 く読 む と い う歴史研 究 の 本 道 を確認 さ せ られ る の

で あ る 。 自戒 を も こ め て そ う結論 づ け た い
。
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版 東京 ：改革社 1973）， 30−31頁 。

2） 上 掲 書 3132 頁 。

3）　
−ft肥昭 夫 「日本 最 初の プ ロ テ ス タ ン ト教 会 」 『キ リス ト教 社 会 問 題 研 究』 第八
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　号 （1964）， 24−33頁 〔以 下 ， 厂教会 」と略〕：「H 本基 督公 会の 成立 と崩壊 」 『日本

　 プ ロ テ ス タ ン ト教 会 の 成 立 と展 開』 （東 京 ： 日本 基 督 教 団 出版 局 1975）， 15−55

　 頁 〔以 卜， 「公 会」 と略〕： 『日本 プ ロ テ ス タ ン ト・キ リス ト教 史』 （東 京 ：新 教

　 出版社 1980）， 60−63頁 。

4）　 土 肥 厂教会 」 30−31頁 。

5）　 上 掲書 28頁 ；「公 会」 46頁 。

6） 土 肥 厂教 会」 注 9 参 照 の こ と。
こ の 注 9 に お い て

， 土 肥 は Philip　Schaff，

　 Creeds　 of 　 Christendom，　 vol ．III
，
827−828 に あ る福音 同盟 会 の 「教理 的 基礎 」

　 の 英 文 テ キ ス トを参 照 す る よ う に 指示 す る 。 また ，
Rouse　 and 　 Neil （ed ．），　 A

　 研 物 η of 　the　Ecumenical　Movement
，
1954

， pp ．318−324 と い う第二 次史料 の み

　 を参 照 す る 。 また ， 彼 の 「公 会 」46頁 で も同様 で あ る 。

7） 本 稿 で 参 照 し た 諸 論文 と ， 特 に 福 音 同盟 会 に 関 す る 主 な 記述箇 所 は そ れ ぞ れ

　 以 下の 通 りで あ る 。 石 原 謙 「公会主義 と そ の 姿勢」 『石 原 謙 著 作集 第 十 巻 日本

　 キ リス ト教 史』 （東京 ：岩 波 書 店 1979），
127− 142 頁 ， 特 に 同 盟 会 に 関 し て は 上

　 掲書 141 頁 の 注 5 を 参 照 。 小 川 圭 治 「教会 の 形 成 と変 質 」 『日本 人 と キ リ ス ト

　 教 』 （東 京 ：三 省 堂 1973）， 249−263頁 ， 特 に 同盟 会 に つ い て は 273頁 ；海 老 沢

　 有道 ， 大 内三 郎 『日本 キ リス ト教史』 （東京 ： 日本 基督教 団出版局 1974），
175−

　 192頁 ， 特 に 175
，

177
，

187−188頁 ；幸 日出男 「日 本基督公 会 に つ い て 」 同志 社

　 人 文 科学 研 究所 キ リ ス ト教 社会 問題 研 究 所 編 『日本 の 近 代化 と キ リ ス ト教 』

　 （東京 ：新教 出版社 1973），
26−58頁 ， 特 に 49 頁 ；宮庄 哲 夫 「日本 基 督教 公 会 の

　 形 成 と展 開
一 教会 政治 の 視 点 か ら 一

」 同志 社 大 学 人 文 科学研 究所 編 『日 本

　 プ ロ テ ス タ ン ト諸教 派 史 の 研 究』 （東 京 ：教 文 館 1997），
309−329頁 ， 特 に 323

　 頁 ；五 十嵐喜和 「日本基 督 公会 論 　　諸 規 則 を 中心 に し て　　」 『日本基 督 教 会

　 史 の 諸問 題』 （東京 ：改 革 社 1983）， 11− 46 頁 ， 特 に 34−39頁 ；井 上 平 三 郎 「日

　 本 基 督 公会 の 本 質 ｝『浜の と も し び 　　横 浜 海 岸 教 会 初 期 史考
一

』 （東 京 ：キ

　 リス ト新聞社 1983）， 93− 136 頁 ， 特 に 121 頁 。

8） 茂　義樹 『明 治 初 期 神戸 伝 道 と D ．C．グ リー ン 』 （東 京 ：新 教 出版 社 1986），

　 174− 175 頁 。

9） 上 掲書 170−172頁 。

10） 中村　敏 『日本初 期 プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム に お け る 福音 同盟 会 （The 　 Evan −

　 gelical　Alliance） の 影 響 』 （私 家 版 ， 1983）。 茂 上 掲 書 240 頁 の 注 19−21 を 参

　 照 。

11）　E．R．　Sandeen，

“ Dist｛nctiveness 　of 　American 　Denominationalism： ACase
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　　Study　of 　the　 1846　Evangelical　Alliance
，

”
ill　Church　Histoi）J　 45 （1976）：222 ．−

　　234．

12）　 ib｛d．，234 ．

13）　
“ Appendix 　C．　Alphabetical　List　of 　All　Parties　who 　attended 　the 　Confer−

　　enCe ，

”
in　EAR

，
　 lxxVii−．XCVii ．

14）　 19世紀前半 の 大 ブ リテ ン を中心 と した 教会 史的 ， 神学史的背景 を知 る た め に
，

　　以 下 の 第二 次 ．史料 を参 照 した 。 Alec　 R ，　Vidler， 7Zhe　 Churclz　 in　 an 　 Age 　 of

　　Revolzttion
，
　 The 　 Pelican　 History　 of 　 the　 Church ，

　 voL5 （Middlesex ，
　 et．a1．，

　　Penguin　 Books ，1st．　 publ ．196／；repr ．1983），33 −145 ；Walter　 H ．　Conser，　Jr．，

　　Church　and 　Conferss’ion： C θnb
’
ervative 　Tlieologians　in　Ger7nany，

　England ， αnd

　　America ／815 − 1866 （Macon ，
　Georgia ：Mercer　University　Press

，
1984），97−

　　214 ；S　heridan　Gilley　and 　W ．　J．　Sheils，　eds ．，　A 、Histoi：）， （ゾ 翩 忽加 わ2 酬 勧 2，

　　Practice　and 」Beliof　f’
θm ∫）re −Roman 　Times 　tθ the　Ii’resent （Oxford ，　U ．　K ．　and

　　Cambridge ，　U ．　S．　A ．； Blackwell
，
1994），

277 ・305 ；363405 ． また 同 時期 の ア メ

　　　リ カ 合 衆 国 の 教 会 史 的 ． 神 学 史 的 背 景 に つ い て は ， Conser，　C θηた〜∬ 加 ，2亅5−

　　309；Leo 　P．　Hirre1，　Children　of 　 Ll・Jrath ．　Nei．t，， ∫choo ！Ca！t，，inilsin　tn7，d　Antebellzt7n

　　R ‘二fo　r172 （Lexington： University　 of 　Kentucky ，1998）；Samuel　 Pearson
，
　 Jr．，

　　
“
From 　Church　 to　 Denomination ； American 　Congregationalism 　 in　 the　Nine −

　　teenth　Century，
” in　Cln・frch 　Histo　4 ・ 38 （1969），67−87参照 。

15） Conser
，
　Confession，100 ．

16）　 Gilley
，

“The 　Church　of 　England　 1800 −1900　 in　the　Nineteenth　Century，
” in

　　Religion　in　Britain，295．

17）　Conser，　Confession，162 −197 ；Gilley，

‘‘The 　Church　of 　England
，

”
in　Religion

　　in　Britain，297．．298 ；Vidler，ム〜evoltttion ，45 −．54 ．

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

　 Vidler
，
　Revo ！zttion ，56．

　Conser，　Confession，218　222 ；Vidler，
　Revolutiom

，
235．．．236 ．

　Pearson
，

‘‘
to　Denc）mination ，

”
　87 ．

　 Conser ，　 Clo履！〜ノ∫5 ガ032，253 ；Ilirrel， 1＞召zし，　Schc丿ol ．　59 −60．

　L．ビ ー チ ャ
ー （Beecher）の 氏 名 と肩 書 に っ い て は ，

“ Appendix 　C，
”

　in　E
”
AR ，

1xxviii；Conser ，
　Co　nfessi θ　n

，
248−．251 ；Hirrel， 八「elv 　Schoθ ！

，
63−65．

　S．S．シ ュ マ ッ カ
ー

（SchInucker）に 関 して は ，

“Appendix 　C
，

” in　EAR ，　xciii ；

Conser，　Co〃nfession ，　254 −255 ．

　｝lirrel，　Neu ．，　 Sclzθ o ！，　15
．−18 ；Vidler，　Revo！zation ．，239．
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E ∠L配，

齟 ．R，

E且1〜
，
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，

E 、4．R，

E 、4R ，
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